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(公財)高松市国際交流協会では、今後も、定例事業に加え、様々な事業・イベントを開催し、より多くの有意義な国際交流の場を提供
いたします。新たな発見、新たなつながりを目指して、更なる国際交流に努めてまいります。今後の協会事業に、ふるつてご参加ください !
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嫌 編集・発行 公益財団法人高松市国際交流協会 螂



郎
本
ヤ

守

‐

ホ
ー与

ｏ
。

◎

米令和 4年度国際交流支援事業活動報告

【高松市姉妹都市トウール市紹介イベント】 ※令和4年度トウール市親善研修生派遣中止に伴う代替事業として開催しました。

『フランスを知って、学んで、遊ば)対象小学校 1-6年生』 講師:テメ。三コラス(フランス出身)

小学生を対象に、姉妹都市トウール市の説明、色や挨拶などの簡単なフランス語を学んだり、フランスの絵本の読み語り、フラン

スのゲーム『ミカド』など楽しく体験しながら異文化交流を図りました。

□令和4年 8月 2日 (火)高松市木太南コミュニテイセンター □令和4年 8月 19日 (金)高松市屋島西コミュニテイセンター

『トウール市のお菓子を作ろう』 講師 :シリル・デュフステル (フランス出身)

地域住民の方を対象に、トウール市のお菓子「ヌガー ド・トゥール」を作ったり、

フランスの食文化「ガストロノミー」の説明や、親善派遣研修生がトウール市での

体験を発表しました。

11月 でのイベントではトウール市から来た親善研修生も参加し、参加者と一緒にお菓子を作ったり、フランスのゲーム『ミカド』を体

『フランスを矢日って、学んで、遊ぼう』

篭翔重力睡引まこちら

『トウール市のお菓子を作ろう』

靭重力藤引よこちら

験しながら交流を深めました。

□令和 4年 9月 11日 (日 )ふらっと仏生山

高松市中部地区コミュニテイ協議会 (仏生山,多肥・三谷・―富)

□令和 4年 11月 6日 (日 )高松市十河コミュニテイセンター

【コミュニティで国際交流してみませんか】

『フランスを知って、学んで、遊ばう』 センター講座女性教室

令和 4年 6月 15日 (日 )高松市仏生山コミユニテイセンター

講師:テメ・三コラス (フランス出身)

『イギリスのお菓子を作ろう』 対象:年 中―小学校 6年生

令和 4年 10月 4日 (火 )高松市屋島東コミュニティセンター

講師:香川県国際交流員 コリーン・マキヨーン (イギリス出身)

『英語でクリスマスソングを歌おう』 対象:3-5歳
令和 4年 12月 4日 (日 )高松市一宮コミュニテイセンター

講師:高松市ALT マルコ・フランシスコ・アテンディッド(アメリカ出身)
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第 6回国際交流スポーツ大会 令和 4年 12月 10日 (土 )13100～ 16:30、 高松ライオンズクラブとの共催で

【第 6回国際交流スポーツ大会】―ボウリング大会を、太洋ボウルにおいて開催

しました。6か国・地域の在住外国人16名 と日本人24名 の合計40名の参加者

が、日本人と外国人混合の10チームに分かれ、楽しくコミュニケーションをとりなが

ら、相互理解を深めました。

今年、準備運動として優れている「ラジオ体操第一」を実施し、ゲーム中は、ス

トライクが出るたびに「ひじタッチ」で喜んだり、ピンが残って悔しがったりと一緒に気

持ちを分かち合っていました。身体を動かすだけではなく、楽しい交流の場となり、

イベントの後、参加者から喜びの声も聞けました。

このスポーツ大会を通して楽しい時間を共有し、国際交流の輪を広げることがで

きました。

camo■ キャノンシス弘 アンドサポート株式会社

お客さまの進化を支援します

四 国 支 社  〒761-8056番 ザII県高松市上天神町 226■ TEL:087-869-2dl FA沌 087-869-2660 URと :canonjp/syttem― and、 uppoA
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国際交流イベント「姉妹都市セント・ピーター殉

令和 4年度セツト・ピーターズパーグ市親善研修生派遣中止の代替事業として、セント・ピーターズバーグ市とオンライン交流会を

行いました。この代替事業は2回に分けて行いました。

第 1回 目は1月 22日 (日 )に 開催し、高松市の中高生 8名 とセント・ピーターズバーグ市の中高生 3名が参加しました。3つに

グループ分けをした後、通訳の方にサポートしていただきながら、各グループで話し合いをしてチーム名とディスカッションのテーマを決めま

した。2回 目の交流会までに、SNSでやりとりしたり、オンラインミーティングを行つたりして、テーマについて調査した内容を動画やパ

ワーポイントにまとめてプレゼンテーションをイ子いました。

海外の中高生と直接やりとりすることで友好を深め、協力して1つのプレゼンテーションを作り上げるという初めての試みです。

第 2回オンライン交流会の様子は、次号で報告いたします。

さぬき探訪 (第 27・ 28回 )
第27回さぬき探訪は、高松ユネスコ協会の協賛と、ボランテイアガイドの香川SGGの

方々の協力を得て、屋島山上交流拠点施設「やしま一る」、屋島の各名所を訪問しま

した。

令和 4年 10月 23日 (日 )に開催し、10か国13名の外国人の方々が参加しました。

屋島山上交流拠点施設「やしま―る」では、源平合戦をテーマとしたパノラマアート作品

「屋島での夜の夢」を鑑賞し、屋島の歴史とアートに触れました。また、屋島の各名所

である屋島寺、屋嶋の城や獅子の霊巌からの瀬戸内海の眺望も楽しみました。

参加者は、屋島の歴史から新しい屋島を知ることができ、とても面白く、勉強になっ

たと喜んでいました。

第28回さぬき探訪は、令和 5年 3月 5日 (日 )に高松ライオンズクラブとの共催で

東かがわ市を訪れ、引田ひなまつりと香川のてぶくろ資料館を見学しました。今回は8

か国16名 の外国人の方々が参加しました。

引田ひなまつりでは自由散策の時間を設け、伝統的なひな人形からこどもが作った

かわいいひな人形まで、様々な種類のものを鑑賞したり、お生産を買つたりして思い思

いの時間を過ごしました。讃州井筒屋敷、東かがわ市手袋ギャラリーやかめびし屋にも

入り、日本文化や工芸品などを堪能しました。また、香川のてぶくろ資料館では、東か

がわ市のてぶくろの歴史や工程について学びました。

参加者の多くから、香川の伝統文化や歴史を知ることができて、楽しい時間を過ご

すことができたという言葉をもらうことができ、有意義な時間になったと思います。

學爾

当協会の

instagram、

YouTubeも

|

鷲尊dttH
掛常串ギ1揺坤

instagram

TIA_TRHA,lATSU YouTube

チェックしてくださいね !



率之ケ文化共生イベント「中一緒に暮らすこと」
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多文化共生のテーマである国籍や民族などの異なる人々が、互い

の文化的な違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら地域社

会の一員として共に生きること、それに伴うまちづくりの認識を広める

ため、ワークショップや講演会など多様なイベントを開催しています。

多文化共生イベント「一緒に暮らすこと②」

【みんなの防災―みんなで避難所を作ろう一】

開催日:令和4年 11月 27日 (日 )13100-15:30

主催 :(公財)高松市国際交流協会 丸亀市国際交流協会

共催 :香川大学危機管理機構

協力 :香川大学インターナショナ,レオフイス

日本人・在住外国人参加者がグループとなり、災害時に相互に知ってほ

しいこと、助けてほしいことを共有し、防災知識と多文化共生の認識を深め

てもらうことを目自旬に開催しました。

当日は9か国からの在住外国人参加者、香川大学機能別消防団、地

域住民、高松市災害時指定職員などの日本人参加者が集まりました。会

場の体育館を避難所に見立てて、プライベートスペース、水回り、防災食の

ブースを設置し、実際に見て体験しました。互いが助け合って、避難所生活

をするための矢日識を得ることができたいい機会となりました。
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多文化共生イベント「一緒に暮らすこと①」

【にほんごスピーチ発表会2022】

開催日:令和 5年 2月 12日 (日 )13ЮO-15:00

在住外国人の方が日本での生活で日頃感じていること、日本語の

勉強の成果を発表する場として、またスピーチを聞いて、違う視点から日

本を再認識し、お互いの理解を深め、多文化共生に繋げていくことを目

的として隔年で開催しています。

今回は、スリランカ、ネパール、中国、インドネシア、ベトナムの5か国、

13名 のみなさんが参カロしました。

仏生山国際交流会の御協力により、発表者全員が着物を着てあで

やかに登場し、心を込めてスピーチしました。着た着物は全員にプレゼント

され、素敵な記念となりました。
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他動画はこちら
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国際交流秋のお茶会

高松屋島ライオンズクラブの主催により、12月 4日 (日 )に玉藻公園で

行われた「第55回 秋の茶会」には、10か国からの在住外国人が招待

されました。

参加した外国人の皆さんは、お茶席での作法に戸惑いながらも、日本

の伝統文化にふれ、また、生け花を鑑賞して、甘酒を御馳走になり、その

うえ、お生産までもヽただき、忘れがたい思い出の一日になりました。



令和 4年 12月 18日 (日 )14:001600
開催場所 :アイアヽル香川 第 4会議室

講師 :高松市出身 ヘイゼルウッド恵美

国際交流こどもスクール 楽しく身近に感じられる国際交流・異文化交流の場を提供する「国際交流こどもス

クール」を開催しています。様々な体験を通じて世界のことを楽しく学ぶ内容です。今年

も、新型コロナウィルス感染症防止対策を徹底してとりながら開催しました。

◇せかいのクラフト教室online【オーストラリア編】
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オーストラリア在住で高松市出身のヘイゼルウッド恵美さ

んから、オーストラリアのことを欠日つてもらいたいという問い合わ

せを受けたことがきっかけで、こどもスクール初のオンラインでの開催が実現しました。

南半球にあるオーストラリアの季節、国上、風景、動物、食べ物や小学校事情などについて紹介してくれ、日本と全く違うところ

がたくさんあり、参力日していたこどもたちは興味津々で話を聞いていました。

またヘイゼルウッド恵美さんのお子様に、高松市のこどもたちが質問するコーナーも設けて、コミュニケーションを楽しみました。

クリスマスツーズンということで、オーストラリアやヨーロッパでは一般白勺な、写真入りのクリスマスオーナメントをイ乍成しました。キラキラ

した色紙やシーザレ、リボンなどをつけて、カラフルで華やかなオーナメントができあがっていました。

鷺d′s国際理解出前事業 高松市内の幼稚園・保育園等を対象に、外国人国際交流員等を派遣

し、異文化を楽しく体験しながら世界とのつながりを感じてもらう場を提供して

います。

9月 21日 (水 )に香川県国際交流員コリーン・マキョーンさん(イギリス)がナ||

添幼稚園を、10月 5日 (水 )に香川県国際交流員ギド・カルデリ三さん(カナ

ダ)がカナン十河こども園を、11月 18日 (金)に香川県国際交流員ジョン・チエ

ヨンさん(韓国)が、あい保育園を、12月 14日 に香川県国際交流員ギド・カル

デリニさんlカナダ)が、みらい学園を訪問して、こどもたちに楽しく異文化と触

れ合う場を提供しました。
メ」ヽさいこどもも理解できるように、臨機応変に内容を調整したり、臨場感を

作ったり(船に乗って、海外への冒険というイメージ)、 講師がいろもヽろな工夫を

することで、こどもたちや訪問園の先生達も楽しんでもヽました。

その他、音楽に合わせて体を動かしたりなど、こどもたちと一緒に楽しい時

間を過ごしました。

色動画はこちら

ミ

1979(昭 和54)年 ごろ、中国。南米等からの海外技術研修員の寮(2011(平

成23)年廃止)が高松市仏生山町にあり、慣れない日本での生活の相談を受け

ているうちに、国際交流に関心のある人たちとのつながりが深まり、研神多員や留学

生等の皆さんに「日本の文化や習慣などを理解してもらいたい !」 との思いから、

1985(昭 和60)年から本格的な活動を行うようになりました。

最近は、防災・防犯教室 &スポーツ大会を毎年重点的に取り組んでいます。コロナ禍

で3年ぶりとなりましたが、昨年11月 に「ともに生きよう みんなで安心防災。防犯 &第

30回国際交流スポーツ大会」を高松市香南体育館で、ブラジル・中国・ベトナムインドネ

シア等10か国の外国人約70人と日本人約80人の計約150人が集い、年前は救急救命

法・AED使用方法、護身術・交通安全の講習を受け、昼食ではインドネシアのアヽラル料理

を食ぺ、年後は玉入れ・綱引き、フットサル・ピンポン(卓球)の対戦を楽しみ、親睦と交流

を深めました。

参加の皆さんはとても喜んでくれ、多文化共生社会の実現につながったと感じています。

今年 3月 には30回スポーツ大会を記念して記念誌「あゆみ」を発刊しました。

す

国際交流団体紹介 「仏生山国際交流会」
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TIAの今後の主な事業予定

世界のスウイーツ教室

第29回さぬき探訪

第18回 小学生英語暗唱大会

国際交流こどもスクール

せかいのクラフト教室～夏休み企画～

高松まつり 国際交流おどり子連

トウール市親善研修生派遣事業

多文化共生イベント「みんなの防災 3」 (仮題)

*詳しい日程が決まり次第、TIAのホームページやチラシ等でご案

内しますので是非ご参加下さい。

2023年

5月 中旬

7月 中旬

7月 23日

8月 上旬

8月 14日

9月

毎週日曜『日本語会話クラ殉
13時～16日寺 アイパル香川 3F

日本語を楽しく勉強しませんか?

参加費無料 !ボランテイア講師が

参力日をおイ寺ちしています !

参加費無料
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国際交流ボランテイア募集

当協会では随時、国際交流ボランテイアを募集しています。活動

内容は語学ボランテイア、ホームステイ受入れ、事業運営、編集

などです。興味のある方は是非登録願います。申込用紙は協会

窓口にて、ホームページからもダウンロードできます。
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「7カ国語会話集」好評発売中 !

外国からのお客様が我が家にホームステイすることに

なったら「なんて言えばいいの??!」

答えはこの中から見つかります。  ュ00円

私費外国人留学生への国民健康保険料助成について ｀

高松市内に在住する私費留学生に国民健康

保険料の一部を助成しています。

詳しくは、事務局へお問い合わせ下さい。
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フカ国冨雪会目舌
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(Erlglish)(日 本語)

国際交流団体等への助成金制度のお知らせ

令和 5年度

当協会では、高松市内の国際交流団体が自主的に企画、実

施する国際交流事業に対する共催、後援及び事業費の助成を

イ子っています。

事業費助成

① 対象:市内及び姉妹・友好都市での国際交流事業

助成限度額 :事業費の3分の生以内(上限5万円)

② 申請期間 :

【前期】令和 5年 3月 1日 ～4月 30日 (2か月)

*前期は、4月 から9月 末までに実施される事業に限ります。

【後期】令和 5年 8月 1日 ～9月 30日 (2か月)

*後期は、10月 から3月 末までに実施される事業に限ります。

③ 提出書類 :助成申請書・事業計画書・収支予算書・

団体等の規約及び年間事業計画書・

その他資料

*申請書は、協会ホームページからダウンロードできます。

*提出書類は、協会へ郵送又は持参してください。

*申請後、協会で審査し、その結果を通知します。

FIRST ハ1,

↓

HNE登録で、イベント情報等を受信 !

2022年度は、着物・浴衣、茶道、書道、盆踊り、雛祭り、ラジ

オ体操等、日本の文化・行事等を多くの外国人に体験していただ

きました。

企画する立場でありながら、外国人の皆さんから、日本の文化を

再認識させられ、そのすばらしさをおしえてもらい、一緒になって楽し

んでいる有様です。

2023年度も、より多くの日本文化に触れていただくよう企画して

いきますので、多数のご参力日をおイ寺ちしております。 T,K

編集後記 鍔

IPAL KAGAWA,11‐ 63 Ban‐ cho l…chome Takamatsu,Kagawa

E― mail i tia@kgw.enioy.neijp
ホームページアドレス http://tia―takamatsu.,p


